
次の定例会中の委員会で審査する請願・陳情の提出期限は、2月21日（水）午後5時までです。

パレスチナ・ガザ及びイスラエル
における平和の早期実現を求める
決議

過去、議会は「世界連邦平和都市宣言」など、市は中東和平プロジ
ェクトを行った。人道危機が更に悪化しないよう、国際法に基づ
く事態の早期鎮静化と人道状況の改善を図ること、戦闘の即時停
止と終結が必要である。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

保育士配置の最低基準の引上げと
保育予算の大幅な増額を求める意
見書

世界的に見ても低い基準は厳しい労働条件や子どもの死亡事故や
事件の遠因である。公的支出のGDP比が低い国ほど出生率が低
く、劣悪な保育士配置の最低基準を引き上げるためにも保育予算
の大幅な増額が必要である。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ ○ ○ ○ × 原案可決

こども関連業務従事者の性犯罪歴
等確認の仕組み（日本版DBS）の
充実を求める意見書

日本版DBS導入により子どもへの性犯罪防止に実効性を持たせる
ため、対象施設の拡大と、条例違反を対象に含めることを求める。
また、幼少期からの包括的性教育、被害者支援と加害者への再発防
止策の充実を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

神宮外苑再開発を止め、自然と歴
史・文化を守ることを求める意見
書

明治神宮外苑の再開発は約3,000本の樹木が伐採される。風致地区
である近隣景観へ影響や100年の歴史がある樹木の伐採に懸念す
る。同地区再開発を止め自然と歴史・文化を守ることを強く求め
る。

× × × × ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ × ○ ○ × 原案可決

生活保護制度の改善と貧困ビジネ
スの規制を求める意見書

生活保護法を生活保障法へ転換する、新たな貧困ビジネスの実態
調査と規制、福祉事務所への居宅保護の原則の徹底、無料低額宿泊
所の実態調査、扶養照会の廃止、福祉事務所のケースワーカーの実
態調査と対策を求める。

× × × × △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ × ○ ○ × 原案可決

パンデミック条約締結及び国際保
健規則改正に係る情報開示を求め
る意見書

WHOはパンデミック条約の提案を令和 ６年 ５ 月に予定している。
その内容は国家主権の侵害、基本的人権侵害の懸念が含まれてい
る。よって、その内容の国民への周知と意見聴取の手続を早期に
開始することを求める。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

認知症との共生社会の実現を求め
る意見書

認知症の高齢者は202５年には約700万人になる想定である。認知症
の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らせるよう認知症基本法
が成立した。国民の誰もが個性と能力を発揮し支え合える共生社
会の実現を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

医療・介護・障害福祉分野におけ
る処遇改善等を求める意見書

介護事業所や障害福祉事業所では、人材確保・定着が難しく、運営
に支障を来す事態が深刻である。国の調査では、介護職員の平均
賃金は全産業の平均と ８ 万円以上の格差がある。迅速な制度改正
と生活の保障を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

食品ロス削減への国民運動の更な
る推進を求める意見書

日本の2021年度の食品ロスは５23万トン（事業系279万トン、家庭系
244万トン）で、世界では ８億人が飢餓に直面し国連は年間4８0万ト
ンを支援している。食品ロス削減推進法を基に国民運動の推進を
求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

政治資金規正法に関するパーティ
ー券疑惑の全容解明と企業団体献
金の禁止を求める意見書

自民党の各派閥のパーティー券を巡る「裏金」疑惑が問題となり東
京地検特捜部が捜査を行っている。①自民党における疑惑の全容
を解明すること。②パーティー券の購入を含めて企業・団体献金
を禁止することを求める。

△ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ 議 ○ ○ ○ ○ × 原案可決

旧統一協会の被害者救済のため、
財産の包括的保全の法整備を求め
る意見書

旧統一協会の被害者は、解散請求を受け、同協会の財産が韓国の教
団に流れる恐れがあるため、財産保全の特別立法を求めていたが、
否決された。被害者の救済が確実に行われるように包括的な財産
保全法の制定を求める。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ ○ ○ ○ × 原案可決

米軍横田基地所属CV22オスプレ
イの鹿児島屋久島沖墜落事故に関
する意見書

オスプレイは構造的な欠陥が指摘され、根本的な原因は未解明で
ある。国に対し、事故原因の公表や実効性のある安全対策と再発
防止策が講じられるまで、オスプレイの飛行や自衛隊への配備計
画を中止することを求める。

× × × × ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ × ○ ○ × 原案可決

ガザ攻撃の中止と即時停戦に向け
た行動をとることを求める意見書

ガザの深刻な人道的危機を打開するために、政府に対し、イスラエ
ルとハマスの双方に攻撃の即時中止を求めることや、人道的停戦
を求めた12月の国連総会決議に基づく外交努力をすることを求め
る。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ × ○ ○ × 原案可決

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

国に対し「保育士配置基準の最低基準の引き上げと保育予算の大幅な増額を求める意見書」の提
出を求める陳情書

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ ○ ○ ○ × 厚 採　択

物価高騰等による燃料費補助支援の拡充を求める陳情書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 総 採　択

「東小金井駅北口まちづくり事業用地整備計画」の具体化を求める陳情書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 庁 趣旨採択

地方税法343条（固定資産税の納税義務者）を改正する市議会の意見書を求める陳情書 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 × × × × × 総 不採択

情報公開請求の決定期間延長の理由において「業務繁忙」を部局判断で行わないことを求める陳
情書 × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × 議 × △ × × × 総 不採択

市民から預かった文書類を軽易と判断する慣例もしくは風潮を改めることを求める陳情書 × × × × × × × × × △ ○ ○ △ △ △ × × 議 × × × × × 総 不採択

小金井市文書管理規程第 9条の「軽易」についての定義を明確にし、全庁的に統一した運用をす
ることを求める陳情書 × × × × × × × × × △ ○ ○ △ △ △ × × 議 × × × × × 総 不採択

小金井市議会に対し国会は国民年金法24条を改正するよう求める意見書を提出することを求める
陳情書 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 × × × × × 厚 不採択

議会における答弁は部長や理事者らがより積極的に行うことを求める陳情書 × × × × × × × × × × × × △ △ △ × × 議 × × × × × 建 不採択

「小金井市職員の応援体制に関する要綱」の機動的発出ならびに市長は要綱が適正に行われるよう
配慮することを求める陳情書 × × × × × × × × × ○ ○ ○ △ △ △ × × 議 × × × × × 総 不採択

小金井市文書管理規程第 9条の遵守を求める陳情書 × × × × × × × × × △ ○ ○ △ △ △ × × 議 × × × × × 総 不採択

規定になく、またその存在をみつけることができない物についてその存在を許容するようなこと
のないよう求める陳情書

× × × × × × × × × △ ○ ○ △ △ △ × × 議 × × × × × 総 不採択

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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請願・陳情の審議結果
付託先略称　総：総務企画委員会  厚：厚生文教委員会  建：建設環境委員会  
　　　　　　庁：庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会

※紙面の都合により、陳情の要旨の掲載は省略しています。
【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　

参：参政党小金井　　　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

市 議 会 だ よ り― 3 ― 令和 6年（2024年）2月22日発行（286号）


